
平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
一
条
の
五

次
に
掲
げ
る
事
項
の
登
録
は
、
登
録
上
の
利
害
関
係
を
有
す
る
第
三
者
が
な
い
場
合
又
は
申
請
書
に

登
録
上
の
利
害
関
係
を
有
す
る
第
三
者
の
承
諾
書
若
し
く
は
そ
の
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
裁
判
の
謄
本
若

し
く
は
抄
本
を
添
付
し
た
場
合
に
限
り
、
付
記
に
よ
つ
て
す
る
。

一

実
用
新
案
権
以
外
の
権
利
の
変
更
（
信
託
に
よ
る
実
用
新
案
権
以
外
の
権
利
に
つ
い
て
の
変
更
を
除
く
。）

二

登
録
の
更
正
（
登
録
名
義
人
の
表
示
の
更
正
及
び
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
登
録
令
第
四
十
一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
登
録
の
更
正
を
除
く
。）

第
二
条
中「（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
三
十
九
号
）
第
二
条
（
第
三
号
を
除
く
。）、
第
三
条
、
第
四
条
（
第
二
号
を

除
く
。）及
び
第
五
条
」
を
「
第
六
条
」
に
、「
仮
登
録
等
」
を
「
順
位
」
に
改
め
、
後
段
を
削
る
。

第
六
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
予
告
登
録
の
嘱
託
）

第
六
条
の
二

裁
判
所
書
記
官
は
、
第
一
条
の
三
第
一
号
又
は
第
二
号
の
訴
え
の
提
起
が
あ
つ
た
と
き
は
、職
権
で
、

遅
滞
な
く
、
嘱
託
書
に
訴
状
の
謄
本
又
は
抄
本
を
添
付
し
て
、
予
告
登
録
を
特
許
庁
に
嘱
託
す
る
も
の
と
す
る
。

（
職
権
に
よ
る
予
告
登
録
）

第
六
条
の
三

特
許
庁
長
官
は
、
実
用
新
案
登
録
無
効
審
判
又
は
再
審
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
職
権
で
予
告
登

録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
予
告
登
録
の
抹
消
）

第
六
条
の
四

第
一
審
裁
判
所
の
裁
判
所
書
記
官
は
、
第
一
条
の
三
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
訴
え
を
却
下
し
た

裁
判
若
し
く
は
こ
れ
を
提
起
し
た
者
に
対
し
て
敗
訴
を
言
い
渡
し
た
裁
判
が
確
定
し
た
と
き
、
訴
え
の
取
下
げ
が

あ
つ
た
と
き
、
請
求
の
放
棄
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
請
求
の
目
的
に
つ
い
て
和
解
が
あ
つ
た
と
き
は
、
職
権
で
、

遅
滞
な
く
、
嘱
託
書
に
裁
判
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
訴
え
の
取
下
げ
、
請
求
の
放
棄
若
し
く
は
和
解
を
証
明

す
る
書
面
を
添
付
し
て
、
予
告
登
録
の
抹
消
を
特
許
庁
に
嘱
託
す
る
も
の
と
す
る
。

２

特
許
庁
長
官
は
、
実
用
新
案
登
録
無
効
審
判
又
は
再
審
の
請
求
に
つ
い
て
、
請
求
書
を
却
下
し
た
決
定
が
確
定

し
た
と
き
、
請
求
を
却
下
し
、
若
し
く
は
請
求
を
理
由
が
な
い
と
し
た
審
決
が
確
定
し
た
と
き
、
又
は
請
求
の
取

下
げ
が
あ
つ
た
と
き
は
、
職
権
で
予
告
登
録
の
抹
消
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

特
許
庁
長
官
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
登
録
の
原
因
の
無
効
又
は
取
消
し
に
よ
り
登
録
の
抹
消

又
は
回
復
を
し
た
と
き
そ
の
他
予
告
登
録
の
原
因
と
な
つ
た
事
実
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
職
権
で
予
告
登
録
を
抹

消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
中
「
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
」
を
「
、
第
二
十
四
条
」
に
改
め
、「
第
四
十
六
条
か
ら
」
の
下
に
「
第
五
十

三
条
ま
で
、
第
五
十
五
条
か
ら
」
を
加
え
、「
第
二
十
八
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
七
条
第
一
号
」
に
改
め
る
。

（
付
記
登
録
）

第
一
条
の
四

次
に
掲
げ
る
事
項
の
登
録
は
、
付
記
に
よ
つ
て
す
る
。

一

登
録
名
義
人
の
表
示
の
変
更
又
は
更
正

二

第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
三
十
九
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規

定
す
る
登
録
の
更
正
（
登
録
名
義
人
の
表
示
の
更
正
を
除
く
。）

三

質
権
の
移
転
又
は
信
託
に
よ
る
質
権
に
つ
い
て
の
変
更

四

一
部
が
抹
消
さ
れ
た
登
録
の
回
復

第
一
条
の
五

次
に
掲
げ
る
事
項
の
登
録
は
、
登
録
上
の
利
害
関
係
を
有
す
る
第
三
者
が
な
い
場
合
又
は
申
請
書
に

登
録
上
の
利
害
関
係
を
有
す
る
第
三
者
の
承
諾
書
若
し
く
は
そ
の
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
裁
判
の
謄
本
若

し
く
は
抄
本
を
添
付
し
た
場
合
に
限
り
、
付
記
に
よ
つ
て
す
る
。

一

意
匠
権
以
外
の
権
利
の
変
更
（
信
託
に
よ
る
意
匠
権
以
外
の
権
利
に
つ
い
て
の
変
更
を
除
く
。）

二

登
録
の
更
正
（
登
録
名
義
人
の
表
示
の
更
正
及
び
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
登
録
令
第
四
十
一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
登
録
の
更
正
を
除
く
。）

第
二
条
中「（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
三
十
九
号
）
第
二
条
（
第
三
号
を
除
く
。）、
第
三
条
、
第
四
条
（
第
二
号
を

除
く
。）及
び
第
五
条
」
を
「
第
六
条
」
に
、「
仮
登
録
等
」
を
「
順
位
」
に
改
め
、
後
段
を
削
る
。

第
六
条
の
二
を
第
六
条
の
四
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
予
告
登
録
の
抹
消
）

第
六
条
の
五

第
一
審
裁
判
所
の
裁
判
所
書
記
官
は
、
第
一
条
の
三
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
訴
え
を
却
下
し
た

裁
判
若
し
く
は
こ
れ
を
提
起
し
た
者
に
対
し
て
敗
訴
を
言
い
渡
し
た
裁
判
が
確
定
し
た
と
き
、
訴
え
の
取
下
げ
が

あ
つ
た
と
き
、
請
求
の
放
棄
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
請
求
の
目
的
に
つ
い
て
和
解
が
あ
つ
た
と
き
は
、
職
権
で
、

遅
滞
な
く
、
嘱
託
書
に
裁
判
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
訴
え
の
取
下
げ
、
請
求
の
放
棄
若
し
く
は
和
解
を
証
明

す
る
書
面
を
添
付
し
て
、
予
告
登
録
の
抹
消
を
特
許
庁
に
嘱
託
す
る
も
の
と
す
る
。

２

特
許
庁
長
官
は
、
意
匠
登
録
無
効
審
判
又
は
再
審
の
請
求
に
つ
い
て
、
請
求
書
を
却
下
し
た
決
定
が
確
定
し
た

と
き
、
請
求
を
却
下
し
、
若
し
く
は
請
求
を
理
由
が
な
い
と
し
た
審
決
が
確
定
し
た
と
き
、
又
は
請
求
の
取
下
げ

が
あ
つ
た
と
き
は
、
職
権
で
予
告
登
録
の
抹
消
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

特
許
庁
長
官
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
登
録
の
原
因
の
無
効
又
は
取
消
し
に
よ
り
登
録
の
抹
消

又
は
回
復
を
し
た
と
き
そ
の
他
予
告
登
録
の
原
因
と
な
つ
た
事
実
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
職
権
で
予
告
登
録
を
抹

消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
予
告
登
録
の
嘱
託
）

第
六
条
の
二

裁
判
所
書
記
官
は
、
第
一
条
の
三
第
一
号
又
は
第
二
号
の
訴
え
の
提
起
が
あ
つ
た
と
き
は
、職
権
で
、

遅
滞
な
く
、
嘱
託
書
に
訴
状
の
謄
本
又
は
抄
本
を
添
付
し
て
、
予
告
登
録
を
特
許
庁
に
嘱
託
す
る
も
の
と
す
る
。

（
職
権
に
よ
る
予
告
登
録
）

第
六
条
の
三

特
許
庁
長
官
は
、
意
匠
登
録
無
効
審
判
又
は
再
審
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
職
権
で
予
告
登
録
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
中
「
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
」
を
「
、
第
二
十
四
条
」
に
改
め
、「
第
四
十
六
条
か
ら
」
の
下
に
「
第
五
十

三
条
ま
で
、
第
五
十
五
条
か
ら
」
を
加
え
、「
第
二
十
八
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
七
条
第
一
号
」
に
改
め
る
。

（
商
標
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

商
標
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

商
標
権
（
国
際
登
録
に
基
づ
く
商
標
権
を
除
く
。）に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号

に
定
め
る
も
の
は
、
次
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
除
き
、
商
標
登
録
原
簿
の
一
部
と
み
な
す
。

一

商
標
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
商
標
登
録
を
受
け
た
場
合

同
項
に
規
定
す
る
標
準
文
字
に
よ
り
現

し
た
商
標

二

商
標
法
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
商
標
登
録
を
受
け
た
場
合

願
書
に
記
載
し
た
商
標
並
び
に
同
項
の

記
載
及
び
物
件

（
意
匠
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

意
匠
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
一
条
・
第
二
条
」
を
「
第
一
条

第
二
条
」
に
、「
第
六
条
・
第
七
条
」
を
「
第
六
条

第
七
条
」
に

改
め
る
。

第
一
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
仮
登
録
）

第
一
条
の
二

仮
登
録
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
す
る
も
の
と
す
る
。

一

登
録
の
申
請
に
必
要
な
手
続
上
の
要
件
が
具
備
し
な
い
と
き
。

二

意
匠
権
若
し
く
は
専
用
実
施
権
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
権
利
を
目
的
と
す
る
質
権
の
設
定
、
移
転
、
変
更
若
し

く
は
消
滅
に
関
し
て
請
求
権
を
保
全
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
又
は
そ
の
請
求
権
が
始
期
付
き
若
し
く
は
停
止
条

件
付
き
で
あ
る
と
き
そ
の
他
将
来
に
お
い
て
確
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
き
。

（
予
告
登
録
）

第
一
条
の
三

予
告
登
録
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
す
る
も
の
と
す
る
。

一

登
録
の
原
因
の
無
効
又
は
取
消
し
に
よ
る
登
録
の
抹
消
又
は
回
復
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
と
き
。
た
だ
し
、

登
録
の
原
因
の
無
効
又
は
取
消
し
を
も
つ
て
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
限
る
。

二

意
匠
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
と
き
。

三

意
匠
登
録
無
効
審
判
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き
。

四

再
審
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き
。
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